
 

 

 

 

 

大規模災害に対する準備について 
 
まずは年始の能登半島地震にてお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りするととも

に、被災された皆様にお見舞い申し上げます。1 月も下旬を迎えましたが、被災された皆

様は現在も厳しい避難生活を続けていらっしゃいます。中学生の集団避難という報道もあ

りました。約 2 か月間、親元を離れて生活をするということです。教育者として、そして

一人の親として、子供や保護者の心情を思うと胸が詰まる思いです。一日も早い復興をお

祈りいたします。 

今回の震災に際し、私はやはり 2011 年３月 11 日に発生した東日本大震災のことを思

い出しました。授業中に発生した地震で、立っていることも困難な状況で生徒の安全を守

るために必死でした。揺れが収まってから校庭に避難すると、中区の沿岸に近い学校でし

たので、コンビナートから大量の黒煙が上がっており、とても不安だったことが今でも鮮

明に思い出されます。私は生徒の安全を図るために学区内の様子をオートバイで回って確

認をしたのですが、停電のためすべての信号機は止まっており、あちらこちらで地域の皆

さんが店舗前ののぼり旗を振りながら、必死に交通整理をしていました。あの地震は横浜

から 400km 近く離れた場所で起きましたが、それでも私が 46 年生きてきた中で一番大き

な地震でした。それを考えると、関東直下や近隣の地域で大地震が起こったときは、どう

なってしまうのだろうと考えてしまいます。 

私が学生だった頃にも、東海地震の発生が危惧されていました。この地域では 100 から

150 年の周期で大震災が起こっており、すでにその周期にかかっているためにいつ発生し

てもおかしくないと学びました。それからすでに、50 年が経とうとしています。東海地

震もいつ起こってもおかしくない状況です。 

生徒の命を守るため、中和田中学校では防災教育にしっかりと取り組んでまいります。

毎年防災計画を作成し、その計画に基づいて避難訓練も定期的に行っています。今年度

は、避難経路の新設も行い設備も整えました。 

しかし、災害への備えは形式的になってはいけないと改めて考えています。現在の在校

生は東日本大震災を経験していますが、幼少期のことですから覚えている人は少ないこと

でしょう。いざというときに生徒それぞれが自分自身の命を守ることができるように、こ

れまで以上に防災意識の向上を目指していきたいと思います。 

この文章を準備していた最中にも、28 日（日）の朝に東京湾を震源とする地震が起こ

りました。横浜市内でも震度 4 を記録しており、驚いた方も多いことでしょう。今回は、

大きな被害の報道はありませんが、改めて準備の大切さを痛感いたしました。ご家庭で

も、いざというときの備えと話し合いをお願いします。 
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［学校教育目標］ 自ら学び、自他を大切にして、社会に貢献する生徒を育てます 

 

令和６年１月 30 日発行 

第 11 号 

校長 永島靖之 



 

合同学芸会で素晴らしい演奏を披露しました 
 
1 月 25 日（木）に泉区内中学校の個別支援級の生徒が泉公会堂に集まり、合同学芸会

が行われました。各校とも、この日のために時間をかけて準備してきた合奏やダンスなど

を発表しました。どの学校の発表もとても素晴らしかったです。本校の発表は開会式直後

の一番目で、生徒たちは緊張しているかと思いましたが、堂々たる発表で安心しました。

一人ひとりが一生懸命に取り組んでおり、輝いて見えました。発表内容は合奏で、一度文

化発表会で演奏をしていますが、今回はその時から 3 曲も増やしています。応援に来てい

ただいた保護者の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て講演会が行われました 
 

 1 月 25 日（木）に中和田小学校において、中和田中学校区学校・家庭・地域連携事業

の一環として、子育て講演会が行われました。講演は一般社団法人かけはしの代表を務め

られる広瀬貴樹氏に『子どもの肯定感を育むには』という演題でご講演をいただきまし

た。多くの保護者や地域の方が参加され、大変盛況な会となりました。広瀬氏の実践に基

づくお話に、多くの参加者もうなずきながら耳を傾け、あっという間の 1 時間でした。 

 ［講師紹介］ 

  一般社団法人かけはし代表 広瀬 貴樹 氏 

  ・学区児童生徒も多くお世話になっているフリースクール「かけはし」や横浜市教育

委員会から受託している「ハートフル西部」を運営。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊＊＊ 部活動等の結果をお知らせします ＊＊＊                
今月も、生徒の皆さんの活躍をお伝えします。おめでとうございます。 

 
 
【将棋部】 

  第３７回神奈川県小中学校将棋大会（12 月 26 日） 
 中級戦９組 準優勝 

    神林 聖弥さん（1-4）、田中 駿多さん（1-2）、 
香山 涌郁さん（1-4）、山田 律茶さん（1-1） 

 
【演劇部】 

  第３２回横浜市ジュニア演劇ワークショップ＆コンテスト（12 月 28 日） 優良賞 
 

【国語科】校内書き初め展 
  金賞（１年） 

   畑 栞乃さん(1-1)、雨宮 佑青さん(1-2)、落合 花奈さん(1-5)、 
富永 菜月さん(1-6) 

  金賞（２年） 
   稲毛 心優さん(2-1)、安西 羚生さん(2-2)、星 かんなさん(2-2)、 

   向川 陽菜さん(2-4)、森 美琴さん(2-5) 
  金賞（３年） 

   赤穂 泉美さん(3-1)、髙橋 未帆さん(3-1)、野口 はなさん(3-4)、 
   内田 実花さん(3-5)、井  陸さん(3-6) 

 
【上記金賞の中から校外展出品をしています】 

横浜市立学校総合文化祭中学校書写展（横浜市民ギャラリー展示） 
 井  陸さん(3-6) 

   
泉区中学校書き初め展（立場地区センター展示） 
 畑 栞乃さん(1-1)、落合 花奈さん(1-5)、向川 陽菜さん(2-4)、 

森 美琴さん(2-5)、赤穂 泉美さん(3-1)、野口 はなさん(3-4) 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


